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１．報告の概要 
2017 年 1 月，石川県白山市白峰において 3 名の話者に対して行ったアクセント調査に基づき，
白峰方言のアクセント体系の概要を述べ，すべての調査項目のアクセントデータを掲載する。 





2.4 節では，2~4 拍動詞の活用形アクセントを一覧する。3 章では，2 章で取り上げたデータも含
む全ての調査項目についてその音調型を一覧し，適宜解説を加える。 



















(1) 名詞（単独形）の音調（5 拍語まで） 
型 1 拍語 2 拍語 3 拍語 4 拍語 5 拍語 
k0 蚊[カー!! 庭ニ[ワ!! ク[ル!マ ア[サ!ガオ コ[ド!モムケ 
k1 葉[ハ]ー 山[ヤ]マ [オ]ノコ [ア]オゾラ [シ]アサッテ 
(k2?)  ――― [オン]ナ [セン]セー [○○]○○○？ 
k3   ――― カ[ネ!モ]チ？ ク[リ!バ]ヤシ 
k4    ――― ス[ズ!リバ]コ 
h0 手[テー 海ウ[ミ ヒ[ダリ タ[ケノコ ヒ[ダリムキ 
h2  ――― オ[ト]ナ ナ[デ]シコ カ[タ]グルマ？ 
h3   ――― ム[ラサ]キ ミ[ソズ]クリ 





を中心に選んだが，中には 1 人の話者でのみ確認された型もある（ム[ラサ]キなど。） 
 白峰方言のアクセント型は 2 つの式および下げ核の有無と位置で表すことができる。すなわち，
自然下降よりも大きな下降（半下降）を伴う下降式（k 式）とそれのない平進式（h 式）の 2 式お
よび次の拍を下げる働きを持つ下げ核（ ] ）である。 
 k 式の半下降は 2 拍目と 3 拍目の間に現れる（○[○!○…）ため，核が 1 拍目と 2 拍目にある場合
は両式が対立しない。しかし，2 拍語と 3 拍語で 1 拍目に核がある型（1 型）は助詞「の」が付い
た場合の振舞いや複合名詞の前部要素となった場合のアクセントから k 式に当たると見なした方
が良いため，本稿では k1 として扱う。2 拍目に核がある型（2 型）は事情が異なる。3 拍語 2 型
の場合，「の」がついた場合の振舞いからは h 式と見た方が良いが，動詞の活用形や複合名詞のア
クセントからはどちらとも決めがたく，中和していると考えることもできる。ただし，実際には
この 2 型と対立すると考えられる k2 型が活用形や助詞付きの形では存在することから，名詞に見
られる一般的な 2 型は h2 とするのが妥当だろう。 
 1 型を k 式とするのは先行研究と大きく異なる。特に 3 拍以上の動詞の場合，1 型はむしろ（「出
来る」を除き）h 式と見られる振舞いを示す。3 拍名詞の一部も h 式と見るべき振舞いを示すが，
本稿では名詞のアクセントを重視して k1 に統一する。 
 k 式の半下降は語末に来る場合は拍内下降（!!）として実現するが，この下降は強化されて ]] と
なったり，あるいは全く実現しないこともある。ここでは !! をその代表的な形とした。 
 (1)に 1 拍語として挙げた語は実際には長呼され常に 2 拍相当になるが，諸方言との対応から便
宜上 2 拍語とは別とした1。アクセント上は 2 拍語との違いはない。 
 次に，アクセント解釈上いくつか問題となる点を挙げる。 
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にずれない語もあるため，(1)では疑問としつつ k2 と解釈した。 











(2) 2,3 拍名詞＋1 拍助詞（が，も，の）の音調 




































が特殊拍でなくても 1 拍目から高く発音される傾向にあり，2 拍目内部に大きな下降が生じる音
調を取る（[ニワ]]モ）。他の型（[カ]ワモ(k1), ウ[ミ]モ(h2)）と音声的に接近するが対立は保持さ
                                                  




れ，文節全体としては k2 と解釈されうる。 
「車(k0)＋も」は，「も」自身が無核語に低く付く――「も」の直前に核を生じるとも言い換え
られる――性質から，h0 型に「も」が付いた場合（ヒ[ダリ(h0) > ヒ[ダリ]モ(h3)）と平行的に，

















型（k 式） 複合語の型 複合語 
前部要素の型
（h 式） 複合語の型 
カネズカイ k0 k0//h2 マツバヤシ h0 h3//h0,h2 
カガミバコ k1 k4 ミソズクリ h0 h3//h0 
コドモムケ k0 k0 クスリバコ h0 h4 
スズリバコ k1 k4 ヨモギモチ h0 h4 
タカラバコ k1 k4 ミカンバコ h2 h3 
ドーグバコ k1 k4 クスリギライ h0 h4 
ヒガシガワ k1 k0//h0 ハダカマツリ h0 h4 
ヒガシムキ k1 k0//h0 ハタケシゴト h0 h4 
ムコーガワ k0 k0 
モミジガリ k1 k4 
ウチワズクリ k1 k4//h4 
サクラマツリ k0 k4//h4 
モミジマツリ k1 k4//h4 
サクラモチ k0 h4 
                                                  
3 「枕」の他，「頭の」「後ろの」も k0 と h0 両方現れる（ア[タ!マノ～ア[タマノ，ウ[シ!ロノ～
ウ[シロノ）。なお「枕」と「頭」は「も」を付けた際に h0 語相当の音調（マ[クラ]モ，ア[タマ]
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オトコギライ k1 h4//k4 
ココロズカイ k1 h4//k4 
コトバズカイ k1 h4//k0,h0 
チカラシゴト k1 h4 
オトコトモダチ k1 h4 
デンキガミソリ ―― h4//h5 
（//の右側は少数見られた型。 , は併用など複数の型が出たことを示す。） 
 
 前部要素が k 式の場合と h 式の場合に分けた。（一部前部要素の型が不明なものがある。） 
 これを見ると，前部要素の式がほぼ複合語全体の式に対応することがわかる。特に，前部要素
が h 式の場合は複合語の式は例外なく h 式となっている。これに対して，前部要素が k 式の場合
は複合語全体も k 式になる傾向が認められるものの，一部 h 式になっているものが見られる。特
に k1 に例外が見られるため（5 例），1 型を k 式と解釈することの反例と見えるかもしれないが，
一方で 1 型が k 式に対応する例も 9 例あり，一応 k 式になる傾向が強いと言える。 
 まとめると，前部要素が k1 の場合を中心に若干の例外を含むが，白峰方言でも複合名詞の式保
存則は概ね成り立っていると言える。 
 ここで，複合名詞のアクセントに関する若干の問題を扱う。それは複合語全体のアクセントが
h2（相当）になる場合である。諸方言で規則が比較的見えやすい後部 3 拍の語を挙げる。 
 
(4) 後部 3 拍複合名詞のアクセント型 
複合語 前部要素の
型（k 式） 複合語の型 複合語 
前部要素の型
（h 式） 複合語の型 
ハナバタケ k1 h2 ムギバタケ h0 h2//h3,h0 
モモバタケ k0 h2//h4? ハリシゴト h0 h2,h3 
ニワシゴト k0 h2//h3 マツバヤシ h0 h3//h0,h2 
ヤマシゴト k1 h2//h3 イキズカイ h0 h3,h0 
ナツマツリ k1 h2//h3 カタグルマ h0 h2,h0 
アキマツリ k1 h2//h3 イトグルマ h0 h2,h0 
タケバヤシ k0 h2 ミソズクリ h0 h3//h0 
クリバヤシ k1 h2    
カネズカイ k0 k0//h2    
ヒトズカイ k1 h3,h2,k0    
カザグルマ k0 h2    
コメズクリ k1 h2//h3    
クニズクリ k0 h2    
チカラシゴト k1 h4 ハタケシゴト h0 h4 
サクラマツリ k0 k4//h4 ハダカマツリ h0 h4 




サカナギライ k0 k4,h4    
ワサビギライ k1 k4,h4    
ウチワズクリ k1 k4//h4    
カタナズクリ k1 k4,h4    
オトコギライ k1 h4//k4    
コトバズカイ k1 h4//k0,h0    
ココロズカイ k1 h4//k4    
キューリズクリ k1 h4,k4    
 
 前部要素が 3 拍，後部要素 3 拍の場合，核の位置は 4 拍目（語末から数えてマイナス 3 拍目）
で安定しており，やはり例外は含みつつも式保存の傾向が見られる。しかしながら，前部要素が
2 拍の場合，核の位置が 2 拍目（語末から数えてマイナス 4 拍目）に来る例が相当数見られる。2
型は式が中和して h 式になるため，この場合式保存は認められないことになる。前部要素 2 拍の
複合名詞でマイナス 4 拍目に核が来るのは江戸時代以前の京都などにおけるアクセント規則の反
映を思わせるが，前部要素が h 式の場合にはある程度 3 型（マイナス 3 拍目）も見られるため，
特に前部要素が k 式の場合，一部は k3 の可能性がある（○[○!○]○○）。前部要素が h 式でも複合名
詞全体が h2 にある例も相当数あるので，全てを k3 と見なすことはできないが，k3 型の認定およ
び h2 との対立の有無を含め，さらなる調査が必要である。 
 
２．４ 動詞のアクセント 





である活用系列は k0 系列と呼ぶ（基本形が h0 ならば h0 系列）。 
 
(5) 2 拍一段動詞 
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 2 拍一段動詞には基本形が k0 または h0 になる 2 つの活用系列がある。 





(6) 2 拍五段動詞 


































 2 拍五段動詞には基本形が k0, h0, k1 で対立する 3 つの活用系列がある。k1 系列には「居る」1
語のみ属する。3 つの系列が全て対立するのは基本形においてのみであり，否定形と勧誘形では
h0 系列と k1 系列が，チョル形を除くその他の活用形では k0 系列と k1 系列が同じ型で現れる。 
テミル形は，[オイ!テミルや[カイテミル全体で k0 や h0 と見るか，あるいは[オイ!テ＋ミ[ル
(k0+h0) 及び[カイテ＋ミ[ル (h0+h0) とも解釈できる。 
[オイ]チョルのアクセント型をそれ自身の音調のみから一義に確定することは難しいが，チョ
ル形が「居る」（[オ]ル）に由来する核（...チョ]ル）を持つこと，「置く」の他の活用形が下降式
で一貫することから，k3 と解釈されうる4。3 拍一段動詞のア[ゲ]チョルも同様。 
 
 
                                                  
4 ○[○]○○型または[○○]○○型に実現する語の解釈を巡っては，名詞のアクセントの解釈でも







この報告では，名詞一般の解釈と動詞活用の解釈をなるべく一貫させ，k2 と h2 は中和して h2
で現れるという立場をとっている。また先にあげた h2（k2 と中和している）と k3 の対立の曖昧
さについては，そのどちからを選択するかは理論的な推測の域を出ないという意味を含めて，表
中の音調型横に(?)を付ける。ただし，後の 3 拍五段動詞で述べるようにアガッタについては，そ




(7) 3 拍一段動詞 


































 3 拍一段動詞には以上 3 つの活用系列がある。「できる」の系列にはこの 1 語のみが属する。「で
きる」は基本形，否定形，勧誘形が k1 となり k1 系列と一致するが，タ形とテ形由来の活用形で
は k0 系列と一致する。 
デキ[テ!ミルは 2 拍目キの母音が無声化するために下降が 1 拍後退した形である（2 拍目が促音
の場合も同様に下降位置が後退する。cf. オッ[テ!ミル「居ってみる」）。またデキ[チョ]]ルも本来
ア[ゲ]チョルのように 2 拍目直後に生じる下降が無声化の影響で 1 拍後退した音調と推定される。 
 
(8) 3 拍五段動詞 


































 3 拍五段動詞には基本形が k0, k1, h0 で現れる 3 つの活用系列がある。基本形，否定形，勧誘形，
タ形において 3 つの系列が対立し，命令形では k0 系列と k1 系列，テ形由来の活用形では k1 系列
と h0 系列が同じ型を取る。 
[アガ]]ッタは，[サ]ガッタと比べてやや下降が遅れるように聴かれる。確実に語頭から高く，
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(9) 4 拍一段動詞 


































 4 拍一段動詞には基本形が k0, k1, h0 で対立する 3 つの活用系列がある。k0 系列のタ形はカ[サ]
ネタであり，3 拍五段動詞の k0 系列タ形（[アガ]]ッタ(k2)）のように[カ]サネタ～[カサ]]ネタと
はならない。k2 ではないとして h2 と解釈すれば，活用形間の式の一貫性を乱す。k0 系列のタ形・
命令形については，他の活用形が下降式で一貫すること，h0 系列のタ形・命令形が 3 型（カ[ク
レ]タ・カ[クレ]ヨ）であることから，k3 と解釈されうる。4 拍五段動詞の k0 系列タ形・命令形に
ついても同様。 
 
(10) 4 拍五段動詞 







































じ型となる（例外は 2 拍五段動詞 h0 系列。カ[ク(h0)，[カ]カン(k1)，[カ]コー(k1)）。また，テ形
由来の活用形は k0 系列が下降式，k1 系列と h0 系列が非下降式となる（2 拍一段動詞 h0 系列と「居









































(12) 2 拍名詞＋1,2 拍助詞の音調 





































































































(13) 特殊拍を含む 2 拍名詞＋1,2 拍助詞の音調 





















































































 2 拍 k0 語の単独発話ではしばしば下降式特有の半下降調（○[○!!）が実現せず h0 の音調（○[○）
にごく接近するが，2 拍目が特殊拍（重音節）の 2 拍語の場合，半下降調（[○○!!）が安定的に現
れる。 
1 拍目が撥音の有核語（ンナ「皆」）は，一貫してその下降が 2 拍目内部または 2 拍目直後に実
現するが，特定の拍構造に対して k1 が取りうる実現型の一つと解釈でき，音韻的には k1 である。 
原則として，k1 語に助詞「の」が接続すると無核化して文節全体で k0 となるが，一部の k1 語
は元の核を保持する（[ゾ]ーノ「象の」，[ンナ]]ノ「皆の」）。「の」を付したときの振舞いは語彙




(14) 3 拍名詞＋1 拍助詞の音調 




























































































 助詞「の」が接続すると原則として 1 型は下降式無核に転じるが，一部非下降式無核に転じる
語も確認される（「枕」「後ろ」）。 
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(15) 1 拍名詞＋1,2 拍助詞の音調 







































は維持される。 [ハ]ーモ「葉(k1)＋も」は 1 拍目の直後に急激な下降が生じ，2 拍目の長音は完
全に低い。これと比べて[カー]]モ「蚊(k0)＋も」は下降の傾きが緩やかで 2 拍目にかけても下降
が続く。[メー]モ「芽(h0)＋も」は 1, 2 拍目ともに高い。 
 
 
(16) 2 拍動詞の音調①（基本形・否定形・勧誘形・命令形） 






























































(17) 2 拍動詞の音調②（タ形・テミル形・チョル形・テ形命令形） 




















































 2 拍目が促音である場合，下降式音調の半下降が 1 拍後ろに実現する（例：ウッ[テ!!「売って」
ウッ[テ!ミル「売ってみる」）。また[ウッチョ]]ルは本来同じ k0 系列の[オイ]チョル，[コー]チョル
のように 2 拍目の直後に生じるべき下降が促音拍により半拍後退した音調と考えられる。 
 
(18) 3 拍動詞の音調①（基本形・否定形・勧誘形・命令形） 














































[ア]ゲヨ (k1)  [ア]ゲ (k1) 
[ヤ]メヨ (k1)  [ヤ]メ (k1) 
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(19) 3 拍動詞の音調②（タ形・テミル形・チョル形・テ形命令形） 




















































 デキ[テ!ミル，デ[キチョ]ルは 2 拍目の母音が無声化し本来 2 拍目の直後に生じる下降が 1 拍後
退した形である（cf. ア[ゲ!テミル，ア[ゲ]チョル）。一方，[デキ!テは 1 拍目から高く，2 拍目が
無声化しても下降が 3 拍目に後退しない，[デ!キテとも表記できる音調。 
 [ハイ]ッタは「歩いた」に合わせるなら h3 となるが，促音の前後で下がり目の対立無しなら h2
と解釈できる。 
 
(20) 4 拍動詞の音調①（基本形・否定形・勧誘形・命令形） 






































(21) 4 拍動詞の音調②（タ形・テミル形・チョル形・テ形命令形） 

































(22) 2,3 拍＋2,3 拍複合名詞の音調型（1928 年生話者調査分） 
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名詞のアクセント資料（中澤まとめ分） 
 ここでは 4 拍以上の名詞のアクセントデータ（複合名詞含む）を提示する。 
 複数の型が出た場合，安定していると思われる型を挙げる。一つに絞れない場合は列挙した。 
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カタ「肩」 
カタナ 
カネ「金」 
カミ「紙」 
キューリ 
クスリ 
クニ 
クリ 
ゲタ 
ココロ 
コトバ 
コドモ 
コメ 
サカナ 
サクラ 
h0 
k1 
k0 
k1 
k1 
h0 
k0 
k1 
h0 
k1 
k1 
k0 
k1 
k0 
k0 
ヒダリ 
ヒト 
フデ 
マツ 
ミカン 
ミズ 
ミソ 
ムギ 
ムコー 
ムスメ 
モミジ 
モモ 
ヤマ 
ヨモギ 
ワサビ 
h0 
k1 
k0 
h0 
h2 
k0 
h0 
h0 
k0 
k1 
k1 
k0 
k1 
h0 
k1 
 
 
 
